
ヘボン式ローマ字の書き方 
○ 申請書の写真右側の氏名欄には、このローマ字で記載してください。  は間違いやすい表記です。 

○ 氏名に撥音（ん）・促音（っ）・長音が含まれる場合は、表下の例を参照してください。 

あ Ａ  い Ｉ う Ｕ え Ｅ お Ｏ きゃ ＫＹＡ  きゅ ＫＹＵ   きょ ＫＹＯ 

か KA き ＫＩ く ＫＵ け ＫＥ こ ＫＯ しゃ ＳＨＡ  しゅ ＳＨＵ   しょ ＳＨＯ 

さ ＳＡ し ＳＨＩ す ＳＵ せ ＳＥ そ ＳＯ ちゃ ＣＨＡ  ちゅ ＣＨＵ   ちょ ＣＨＯ 

た ＴＡ ち ＣＨＩ つ ＴＳＵ て ＴＥ と ＴＯ にゃ ＮＹＡ  にゅ ＮＹＵ   にょ ＮＹＯ 

な ＮＡ に ＮＩ ぬ ＮＵ ね ＮＥ の ＮＯ ひゃ ＨＹＡ  ひゅ ＨＹＵ   ひょ ＨＹＯ 

は ＨＡ ひ ＨＩ ふ ＦＵ へ ＨＥ ほ ＨＯ みゃ ＭＹＡ  みゅ ＭＹＵ   みょ ＭＹＯ 

ま ＭＡ み ＭＩ む ＭＵ め ＭＥ も ＭＯ りゃ ＲＹＡ  りゅ ＲＹＵ   りょ ＲＹＯ 

や ＹＡ   ゆ ＹＵ   よ ＹＯ ぎゃ ＧＹＡ  ぎゅ ＧＹＵ   ぎょ ＧＹＯ 

ら  ＲＡ り  ＲＩ る ＲＵ れ ＲＥ ろ ＲＯ じゃ ＪＡ  じゅ ＪＵ   じょ ＪＯ 

わ ＷＡ       を Ｏ びゃ ＢＹＡ  びゅ ＢＹＵ   びょ ＢＹＯ 

ん Ｎ(※Ｍ)        ぴゃ ＰＹＡ  ぴゅ ＰＹＵ   ぴょ ＰＹＯ 

が ＧＡ ぎ ＧＩ ぐ ＧＵ げ ＧＥ ご ＧＯ 外国式氏名のヘボン式ローマ字の書き方 

ざ ＺＡ じ ＪＩ ず ＺＵ ぜ ＺＥ ぞ ＺＯ ジェ ＪＩＥ チェ CHIE ティ ＴＥＩ ディ ＤＥＩ 

だ ＤＡ ぢ ＪＩ づ ＺＵ で ＤＥ ど ＤＯ デュ DEYU ファ ＦＵＡ フィ ＦＵＩ フェ ＦＵＥ 

ば ＢＡ び ＢＩ ぶ ＢＵ べ ＢＥ ぼ ＢＯ フォ ＦＵＯ ヴァ BUA 又はBA ヴィ BUI 又は BI 

ぱ ＰＡ ぴ ＰＩ ぷ ＰＵ ぺ ＰＥ ぽ ＰＯ ヴ  ＢＵ ヴェ BUE 又は BE ヴォ BUO 又は BO

 

撥音（ん） ① Ｎで表す 例： さんし ＳＡＮＳＨＩ、 しんこ ＳＨＩＮＫＯ 
※② 但し、Ｂ、Ｍ、Ｐの前にはＮの代りにＭをおく。  

例： しんば ＳＨＩＭＢＡ、 ほんま ＨＯＭＭＡ、 しんぺい ＳHIＭＰＥＩ 
 

促音（っ） ① 子音を重ねる 例： はっとり ＨＡＴＴＯＲＩ、 きっかわ ＫＩＫＫＡＷＡ 
② 但し、ＣＨＡ、ＣＨＩ、ＣＨＵ、ＣＨＯの前はＴを加える。 
例： ほっち ＨＯＴＣＨＩ、 はっちょう ＨＡＴＣＨＯ 

 
長音（－） Ｏ、Ｕをのばす場合 

例： おおた ＯＴＡ、 かとう ＫＡＴＯ、 ようこ ＹＯＫＯ、 ゆうき ＹＵＫＩ、 しゅうじ ＳＨＵＪＩ 
 

※ヘボン式によらない長音表記について 
Ｏ音をのばす場合に限り、旅券面の記載は、希望によりＨを入れた長音表記が可能です。 

例： おおた ＯＨＴＡ、 かとう ＫＡＴＯＨ、 ようこ ＹＯＨＫＯ 

 
【重 要】氏名のローマ字表記は、一度パスポートの発給を受けると、原則、変更できません。 

※ 姓（氏）の表記についてのご注意 ※ 

 姓（氏）のローマ字表記は、ご家族（特に直系のご親族）の綴りと異ならないよう、注意し

てください。既に、パスポートを所持されているご家族がいる場合は、事前にご家族の綴りの

確認をお願いします。ご家族の姓の綴りが、ヘボン式によらない表記をされているため、同じ

表記を希望される場合は、事前に申請される窓口へお問い合わせください。 

※ ヘボン式によらない表記について ※ 

パスポートの氏名表記はヘボン式ローマ字によることが原則ですが、申請者が希望するとき

は、ヘボン式によらないローマ字表記ができる場合があります。ヘボン式によらないローマ字

表記を希望される場合は、事前に申請される窓口へお問い合わせください。 

※ 航空券の予約時等のご注意 ※ 

海外渡航に伴う航空券、ホテルの予約等の氏名は、パスポートの綴りで申し込み（予約）の

手続きをしないと航空機に搭乗できない等の支障が生じます。また、海外で使用されるクレジ

ットカードは、パスポートのローマ字綴りと一致しているもののご使用をお勧めします。 


